
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

（
一
）戦
後
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
文
学
―
移
動
・
交
流
・
支
配
―

主
催：

立
教
大
学
日
本
文
学
会

共
催：

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所

日
時：

二
〇
一
六
年
六
月
一
二
日
（
日
）

一
三
時
〇
〇
分
〜
一
八
時
三
〇
分

場
所：
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
太
刀
川
記
念
ホ
ー
ル

去
る
二
〇
一
六
年
六
月
一
二
日
。
立
教
大
学
日
本
文
学
科
／
専
修
の
設
立

六
〇
周
年
記
念
企
画
の
ひ
と
つ
と
し
て
以
下
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。
以
下
、
当
日
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
文

学
」
で
あ
る
。
従
来
、
私
た
ち
は
「
日
本
」
と
い
う
同
一
性
の
も
と
で
思
考

を
巡
ら
し
、
日
本
人
が
日
本
語
で
書
い
た
文
学＝

日
本
文
学
と
い
う
認
識
を

な
か
ば
自
明
の
も
の
と
し
て
き
た
。
だ
が
、
日
本
の
帝
国
主
義
が
も
た
ら
し

た
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
東
ア
ジ
ア
の
文
学
を
読
む
と
、「
日
本
」

と
い
う
国
家
の
枠
組
み
で
文
学
の
あ
り
よ
う
を
把
握
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
あ

た
か
も
「
日
本
人
」
の
占
有
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
い
か
に

誤
謬
で
あ
る
か
が
明
ら
か
に
な
る
。
在
日
朝
鮮
人
作
家
の
金
石
範
が
「「
日

本
語
文
学
」
と
歴
史
性
」（『
跨
境

日
本
語
文
学
研
究
』
第
２
号
、
二
〇
一

五
年
八
月
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
、

「
東
ア
ジ
ア
と
同
時
代
日
本
語
文
学
」
と
言
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
戦
前

の
日
本
帝
国
の
東
ア
ジ
ア
の
版
図
と
関
係
す
る
も
の
だ
ろ
う
が
（
大
東

亜
共
栄
圏
に
お
け
る
日
本
文
学
を
軸
と
し
た
大
東
亜
文
学
な
ど
）、
こ

の
時
代
に
は
日
本
語
文
学
の
概
念
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
帝
国
言
語
と

し
て
の
日
本
語
の
支
配
、
優
位
性
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
く

に
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
や
台
湾
な
ど
で
、
被
支
配
の
劣
等
民
族
、
文

学
は
支
配
民
族
の
文
学
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
反
映
―
�
上
位
文
学
�
で
あ

る
日
本
文
学
の
�
下
位
文
学
�
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
日
本
帝
国
主
義
に

よ
る
文
学
に
そ
の
ま
ま
当
て
嵌
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
日
本
に
お
け
る
日

本
作
家
に
よ
る
も
の
を
、
こ
と
さ
ら
に
日
本
語
文
学
と
呼
ば
な
い
。（
中

略
）
日
本
語
文
学
は
極
め
て
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
呼
称
で
あ
っ
て
、

こ
の
属
性
を
欠
落
さ
せ
た
ま
ま
「
日
本
語
文
学
」
を
、
例
え
ば
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
境
界
横
断
性
を
論
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
没
価
値
的
な
一
般
概
念
化
の
用
語
に
な
っ
て
、
本
来
の
日
本
語
文
学

が
持
っ
て
い
る
歴
史
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

と
述
べ
た
よ
う
に
、
い
ま
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
人
の
移
動
・
交
流
・
支
配
と
い
う
観
点
か
ら
文
学
表
現
を
捉
え
直
し
、

自
分
た
ち
が
あ
た
り
前
に
し
て
き
た
「
日
本
文
学
」
と
い
う
価
値
観
を
解
体

す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
日
本
語
が
東
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
し
た
帝
国
言
語

と
し
て
の
歴
史
、
あ
る
い
は
、「
日
本
人
」
で
は
な
い
書
き
手
た
ち
に
よ
る

新
た
な
日
本
語
表
現
を
包
括
す
る
「
日
本
語
文
学
」
と
い
う
立
場
か
ら
文
学

の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
う
し
た
期

待
を
込
め
て
テ
ー
マ
設
定
を
行
い
、
文
学
の
生
成
・
流
通
過
程
を
東
ア
ジ
ア

と
い
う
文
脈
の
な
か
で
再
構
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。

第
一
部
の
基
調
講
演
に
は
、『
死
産
さ
れ
る
日
本
語
・
日
本
人
―
―
「
日

本
」
の
政
治
―
地
政
的
配
置
』（
一
九
九
六
年
、
新
曜
社
）、『
日
本
思
想
と
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い
う
問
題
―
―
翻
訳
と
主
体
』
一
九
九
七
年
、
岩
波
書
店
）、『
日
本
／
映
像

／
米
国
―
―
共
感
の
共
同
体
と
帝
国
的
国
民
主
義
』（
二
〇
〇
七
年
、
青
土

社
）、『
希
望
と
憲
法

日
本
国
憲
法
の
発
話
主
体
と
応
答
』（
二
〇
〇
八
年
、

以
文
社
）
な
ど
、
膨
大
な
著
作
を
通
じ
て
日
本
の
思
想
・
文
化
・
文
学
研
究

に
画
期
的
な
業
績
を
残
し
て
き
た
酒
井
直
樹
氏
（
コ
ー
ネ
ル
大
学
）
を
迎

え
、「
主
体
的
技
術
と
し
て
の
翻
訳
―
―
人
文
学
の
宿
命
に
つ
い
て
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
酒
井
氏
は
、〈
翻
訳
〉
と
い
う
概

念
を
イ
メ
ー
ジ
、
継
承
、
図
式
と
い
っ
た
観
点
か
ら
考
察
し
、〈
翻
訳
〉
が

つ
く
り
だ
す
世
界
関
係
や
制
度
と
い
っ
た
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
な
側
面
を
い
か
に

可
視
化
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

第
二
部
で
は
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
沖
縄
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
で
日

本
語
文
学
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
日
本
語
文
学
の
あ
り
よ
う
を
外
側
か
ら

眼
差
し
、
そ
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
解
体
／
再
構
築
す
る
取
り
組
み
を
続
け

て
い
る
気
鋭
の
研
究
者
と
し
て
、
鄭
炳
浩
氏
（
高
麗
大
学
）
王
成
氏
（
清
華

大
学
）、
笹
沼
俊
暁
氏
（
台
湾
・
東
海
大
学
）、
新
城
郁
夫
氏
（
琉
球
大
学
）

を
招
聘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。
―
―
こ
こ

で
は
各
発
表
者
が
事
前
に
提
出
し
た
発
表
要
旨
を
紹
介
し
て
お
く
。

（
１
）
鄭
炳
浩

戦
後
、
植
民
地
日
本
語
文
学
を
め
ぐ
る
日
・
韓
文
学
史
の
記
憶

周
知
の
と
お
り
、
日
本
が
敗
戦
に
至
る
ま
で
東
ア
ジ
ア
に
は
多
く
の
植
民
地

日
本
語
文
学
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
本
語
文
学
を
創
作
し
た
主
体
は
植

民
地
を
経
験
し
た
日
本
人
作
家
、
植
民
地
に
定
住
し
て
い
る
日
本
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
、
あ
る
い
は
現
地
の
被
植
民
者
作
家
な
ど
、
様
々
で
あ
る
。
本
発

表
で
は
一
九
四
五
年
日
本
の
敗
戦
以
後
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
語
文

学
を
め
ぐ
り
、
日
本
と
韓
国
の
文
学
史
で
は
そ
れ
を
い
か
に
記
憶
し
、
意
味

付
け
を
し
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。
取
り
分
け
、
本
発
表
で
は
韓
国
に
お

け
る
「
親
日
文
学
」
と
い
う
観
点
が
二
〇
〇
〇
年
代
「
二
重
言
語
文
学
」
と

い
う
概
念
へ
と
変
化
を
成
し
遂
げ
る
プ
ロ
セ
ス
を
と
お
し
て
文
学
史
の
記
憶

の
問
題
を
取
り
扱
う
予
定
で
あ
る
。

（
２
）
王
成ト

ラ
ベ
ル
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
中
国
表
象

―
―
阿
部
知
二
の
旅
行
記
を
め
ぐ
っ
て

戦
前
、
戦
中
と
戦
後
、
日
中
間
を
往
来
し
た
日
本
人
が
数
多
く
の
旅
行
記
を

書
き
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
日
本
の
帝
国
化
が
も

た
ら
し
た
歴
史
的
記
憶
を
検
証
す
る
の
に
有
効
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
生
涯

六
回
も
中
国
を
旅
行
し
た
阿
部
知
二
の
中
国
旅
行
が
計
り
知
れ
な
い
意
味
を

も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
阿
部
知
二
文
学
の
解
明
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
近
代

文
学
の
見
直
し
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
本
発
表
は
中
国
旅
行
を
表
象
し
た

阿
部
知
二
の
テ
ク
ス
ト
を
取
り
上
げ
て
、
旅
行
と
文
学
、
紀
行
文
と
小
説
、

中
国
と
日
本
な
ど
の
問
題
を
、「
移
動
・
交
流
・
支
配
」
と
い
う
観
点
か
ら

考
察
し
て
み
た
い
。

（
３
）
笹
沼
俊
暁

現
代
日
本
作
家
と
中
国
・
中
国
語

前
近
代
の
日
本
列
島
の
文
化
は
長
き
に
渡
り
、
中
国
大
陸
の
言
語
文
化
と
向

き
合
う
こ
と
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
展
開
し
た
。
だ
が
後
に
中
国
は
近
代
化

に
後
れ
を
取
り
、
日
本
近
代
の
文
学
は
、
欧
米
文
化
と
対
決
す
る
こ
と
を
主

要
課
題
と
し
て
展
開
し
た
。
特
に
戦
後
文
学
は
、
占
領
者
で
あ
り
国
際
的
な
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覇
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
言
語
に
、
い
か
に
向
か
い
合
う
か
と
い
う
こ

と
を
命
題
と
し
た
。
し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
中
国
が
「
強
者
」
と
し

て
の
姿
を
見
せ
始
め
る
今
、
日
本
文
学
は
同
時
に
「
中
国
の
影
」
と
も
向
き

合
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
中
国
語
が
市
場
価
値
を
高
め

つ
つ
あ
る
今
、

文
学
が
ど
う
こ

れ
に
向
き
合
う

か
は
今
後
重
要

な
問
題
に
な
っ

て
い
く
可
能
性

が
あ
る
。
本
報

告
で
は
、
リ
ー

ビ
英
雄
、楊
逸
、

島
田
雅
彦
、
矢

作
俊
彦
、
横
山

悠
太
、
新
井
一

二
三
な
ど
を
参

照
し
つ
つ
、
現

代
日
本
作
家
に

と
っ
て
の
「
中

国
」
お
よ
び

「
中
国
語
」
に

つ
い
て
考
え
た

い
。

（
４
）
新
城
郁
夫

想
起
さ
れ
忘
却
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ

―
―
沖
縄
文
学
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

沖
縄
の
近
代
の
幕
開
け
と
し
て
「
琉
球
処
分
」（
一
八
七
九
／
明
治
一
二
年
）

が
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
が
、
そ
の
際
に
、
近
代
沖
縄
成
立
の
契
機
が
近

代
主
権
国
家
日
本
へ
の
「
併
合
」
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の

動
向
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
の
ア
メ
リ
カ
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
い
。
む
し
ろ
、
沖
縄
の
近
現
代
を
、
日
本
と
の
相
補
的
対
峙
関
係
か

ら
の
み
思
考
す
る
枠
組
は
、
ア
メ
リ
カ
の
忘
却
を
通
じ
て
こ
そ
、
日
本
の
国

家
イ
メ
ー
ジ
再
編
を
反
復
的
に
構
築
し
て
き
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
発
表
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
隠
蔽
に
抗
う
試
み
と
し
て
、
近
現
代
沖
縄
文

学
の
な
か
に
描
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
、
な
か
で
も
ペ
リ
ー
来
航
に
関
す
る
表
象

の
あ
り
方
を
考
察
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
考
察
に
あ
た
っ
て
、
上
間
正
雄

の
戯
曲
『
ペ
ル
リ
の
船
』（『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
一
九
一
一
／
明
治
四
四
年
）

と
、
大
城
立
裕
『
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
』（
一
九
六
七
／
昭
和
四
二
年
）

の
比
較
を
試
み
、
そ
こ
か
ら
、
想
起
を
通
じ
て
忘
却
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
覇
権

の
痕
跡
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。

第
三
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
国
際
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
き
た
坪
井
秀
人
氏
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
と
し
て
登
壇
し

て
も
ら
い
、
議
論
の
方
向
性
を
整
理
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
パ
ネ
リ
ス
ト
同

士
の
意
見
交
換
を
促
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
後
半
で
は
本
学
の
金
子
明
雄

氏
、
林
淑
美
氏
に
コ
メ
ン
ト
を
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
フ
ロ
ア
を
交
え
て
の

質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

当
日
は
日
本
近
代
文
学
の
研
究
者
、大
学
院
生
な
ど
約
九
〇
名
が
参
加
し
、
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長
時
間
に
わ
た
る
講
演
、
発
表
、
議
論
に
耳
を
傾
け
た
。
タ
イ
ト
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
疑
応
答
に
十
分
な
時
間

を
割
く
こ
と
が
で
き
ず
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
面
も
あ
っ
た
が
、
酒
井
直
樹

氏
の
基
調
講
演
を
は
じ
め
い
ず
れ
の
登
壇
者
も
企
画
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
優

れ
た
内
容
で
あ
っ
た
。

な
お
、
今
回
招
聘
し
た
発
表
者
の
う
ち
王
成
氏
、
新
城
郁
夫
氏
の
二
名
は

立
教
大
学
大
学
院
の
出
身
者
で
あ
り
、
今
後
の
大
学
院
生
の
研
究
活
動
に
対

し
て
様
々
な
刺
激
と
効
果
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

一
二
時
〇
〇
分

開
場

一
三
時
〇
〇
分

趣
旨
説
明

石
川
巧
（
立
教
大
学
）

一
三
時
一
〇
分
〜
一
四
時
〇
〇
分

基
調
講
演

「
主
体
的
技
術
と
し
て
の
翻
訳
―
―
人
文
学
の
宿
命
に
つ
い
て
」

酒
井
直
樹
（
米
国
・
コ
ー
ネ
ル
大
学
）

〔
休
憩
〕

一
四
時
一
〇
分
〜
一
六
時
四
〇
分

研
究
発
表

（
１
）
戦
後
、
植
民
地
日
本
語
文
学
を
め
ぐ
る
日
・
韓
文
学
史
の
記
憶

鄭
炳
浩
（
韓
国
・
高
麗
大
学
）

（
２
）
ト
ラ
ベ
ル
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
中
国
表
象
―
―
阿
部
知
二
の
旅

行
記
を
め
ぐ
っ
て

王
成
（
中
国
・
清
華
大
学
）

（
３
）
現
代
日
本
作
家
と
中
国
・
中
国
語

笹
沼
俊
暁
（
台
湾
・
東
海
大
学
）

（
４
）
ア
メ
リ
カ
の
想
起
と
隠
蔽
―
―
沖
縄
文
学
に
お
け
る
「
ペ
リ
ー

来
航
」
表
象
を
め
ぐ
っ
て

新
城
郁
夫
（
日
本
・
琉
球
大
学
）

〔
休
憩
〕

一
六
時
五
〇
分
〜
一
八
時
三
〇
分

集
中
討
議

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト

坪
井
秀
人
（
日
本
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

金
子
明
雄
（
立
教
大
学
）、
林
淑
美
（
立
教
大
学
）

司
会

石
川
巧
（
立
教
大
学
）

一
九
時
〇
〇
分
〜
二
一
時
三
〇
分

レ
セ
プ
シ
ョ
ン（

文
責

石
川

巧
）
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